
奈良工業高等専門学校専攻科学外実習実施要項 

 

平成１６年４月１日制定 

平成２９年３月９日改正 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，奈良工業高等専門学校学則第３７条別表第４に掲げる「インターンシップ」及

び「海外インターンシップ」に関し必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 学外実習は，企業・大学その他公的機関等において，実習体験することにより，実践的技術

感覚を体得させるとともに，学生の学習意欲の向上及び専攻科修了後の進路に対する職業意識の形

成等を目的とする。 

（対象学生） 

第３条 第１学年及び第２学年とする。 

（実習機関） 

第４条 この要項の実習先は，奈良工業高等専門学校（以下「本校」という。）が認めた企業の生産研

究部門及び大学その他公的機関等（以下「実習機関」という。）とする。 

（実習の期間・時間） 

第５条 実習機関における実習は，原則として，１０日間以上にわたり合計８０時間以上実施するも

のとする。ただし，１日の実習時間数が８時間に満たない場合は，実習機関において定める時間数

をもって，１日８時間とみなすことができるものとする。 

（実習のテーマ等） 

第６条 学外実習のテーマ及び内容については，本校と実習機関が協議して定める。 

（学外実習実施責任者及び学外実習指導教員） 

第７条 学外実習実施責任者（以下「実施責任者」という。）は専攻科長をもって充て，学外実習指導

教員（以下「指導教員」という。）は当該学生の所属する専攻の工学基礎研究指導教員，地域創生

工学研究指導教員又は特別研究指導教員をもって充てる。 

（実施責任者の業務） 

第８条 実施責任者は，次に掲げる業務に当たるものとする。 

（１）実習生の災害防止及び災害補償に関し本校と実習機関との連絡調整 

（２）実習生の実習機関の申込受付及び受入依頼 

（３）実習生の実習機関への配属 

（指導教員の業務） 

第９条 指導教員は，実施責任者と協議の上，次の業務に当たるものとする。 

（１）実習中の安全，就業心得等の事前指導 

（２）実習中に発生した事故又は異常事態の処理及び報告 

（３）実習機関との連絡調整及び実習生の状況把握 

（４）実習内容，テーマ等に関する指導，助言 

（学外実習機関責任者） 

第１０条 学外実習機関は，実習責任者を定め，実習の指導及び実習終了後，専攻科学外実習証明書

（別記様式１）により，その評価を行うものとする。 



（実習申込み） 

第１１条 実習を希望する学生は次の書類を指導教員を経て実施責任者に提出するものとし，実施責

任者は実習機関へ実習申込み手続きを行う。 

（１）実習申込書（本校所定（別記様式２）又は実習機関の指定する書類） 

（２）誓約書（本校所定（別記様式３）又は実習機関の指定する書類） 

（３）傷害保険等の加入を証明する書類 

（４）その他実習機関が必要とする書類 

（実習報告） 

第１２条 実習生は，実習終了後直ちに，次の書類を指導教員を経て実施責任者に提出するものとす

る。 

（１）専攻科学外実習証明書（別記様式１） 

（２）専攻科学外実習報告書（別記様式４） 

（３）専攻科学外実習日誌 （別記様式５） 

（評価） 

第１３条 実習の評価は，前条に定める書類及び実習報告会に基づき，学生の所属する専攻において

先議のうえ，専攻科委員会の議を経て実施責任者が総合的に判断して行うものとする。 

２ 評価は，前・後期末に優・良・可･不可で評定する。 

（実習経費） 

第１４条 実習に関する経費は，原則として実習生の負担とするものとする。 

（保険等の加入） 

第１５条 実習生は，必ず傷害保険，賠償責任保険に加入するものとする。 

（雑則） 

第１６条 この要項に定めるもののほか，学外実習に関し必要な事項は，専攻科委員会において審議

決定する。 

（事務） 

第１７条 学外実習の事務は，学生課で行う。 

 

   附 則 

  この要項は，平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１７年２月１０日） 

  この要項は，平成１７年２月１０日から施行し，平成１６年４月１日から適用する。 

   附 則（平成２０年４月１日） 

  この要項は，平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２２年４月１日） 

  この要項は，平成２２年４月１日から施行する。  

附 則（平成２７年５月１２日） 

  この要項は，平成２７年５月１２日から施行し，平成２７年４月１日から適用する。 

附 則（平成２９年３月９日） 

１ この要項は，平成２９年４月１日から施行する。 

２ この要項は，施行日前に在学する学生については，なお従前の例による。



様式 １ 

平成  年  月  日 

専攻科学外実習証明書 

 奈良工業高等専門学校長  殿 

                         事業所名 

 

                         責任者名             印 

       下記のとおり当所において実習を終了したことを証明します。 

 

学校学年 奈良工業高等専門学校 専攻科        工学専攻 第   学年 

氏  名  
期 

間 

平成  年  月  日～  月  日 

実  習 

事 業 場 
 

総日数           日 

総時間           時間 

実習内容  

実習所見 

評 価 □優れている  良 好  □普 通  □やや劣る  □劣る 

実習態度

について 

の 

総合所見 

 

出欠状況 出  席 欠  席 遅  刻 早  退 

日 日 回 回 

そ の 他 

特記事項 

今後本人を指導するうえでの参考事項等 

※ 厳封のうえ実習生に交付してください。 
 



様式 ２ 
平成  年  月  日 

専攻科学外実習申込書 
 奈良工業高等専門学校 
     専攻科長 殿 
 
                      専攻科        工学専攻 第   学年 
 
                            氏名             印 
       下記のとおり学外実習を申し込みます。 

実習機関名  

実 習 場 所  

実 習 期 間 平成  年  月  日（  ）～平成  年  月  日（  ）  日間  時間 

実習テーマ  

実 習 内 容 

 

 

 



様式 ３ 

 

平成  年  月  日 

 

              殿 

 

             奈良工業高等専門学校 専攻科 

                   専攻 第  学年 

             氏名             印 

 

誓   約   書 

 

     私は，貴社の作業規則ならびに指導者の指示に従い，

常に安全作業を心がけ，実習の中で知り得た秘密を守る

ことを誓約いたします。 

 



様式 ４ 
平成  年  月  日 

 

専攻科学外実習報告書 
 
 奈良工業高等専門学校 
     専攻科長 殿 
 
                     専攻科        工学専攻 第   学年 
 
                          氏名                印 
 
      下記のとおり実習を終了しましたので報告します。 

実習機関名  

実 習 場 所  

実 習 期 間 平成  年  月  日（  ）～平成  年  月  日（  ）  日間  時間 

実習テーマ  

実 習 内 容  

 

専攻科長 指導教員 評             価 

   

 

 



様式 ５ 

専攻科学外実習日誌 

                     専攻科         工学専攻 第   学年 

                       氏名                  印 

実習機関名  

月 日 （ 曜 日 ） 時間 実 習 内 容 実習場所 

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

月  日( ) 

時  分 

～ 

時  分 

  

  専攻代表教員            印    指導教員             印 


